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みんなで手を取り合った開発を
～ COP10名誉大使MISIAさんへのインタビュー～

アフリカをはじめとする開発途上国
の子どもたちの教育を支援されてい
ますが、現地を訪問された際に印象
深かったことなどをお聞かせくだ
さい。

　ケニアの首都ナイロビにあるキベ
ラスラムの小学校を訪れたときのこ
とです。読み書きができないため、
毒薬を薬だと思って自分の子どもに
飲ませてしまったお母さんや危険と
いう文字が読めないばかりに、危な
い場所に立ち入ってしまう子どもの
話が印象に残りました。読み書きの
能力は、安全に暮らすためだけでは
なく、世界へのアクセスを可能にす
るものだと感じています。また、学
校は、子どもたちやその親たちが情
報交換を行ったり、語り合うことで
心の癒しを得たり、子どもたちが給
食を食べられ、シェルターにもなる
場所であることを知りました。これ
らの経験は、私がアフリカで子ども
の教育支援を行うきっかけとなりま
した。「貧困とは何か?」と私はいつも
心に問いかけながら、マラウイやマ
リ、2010年には南アフリカ共和国を
訪れ、支援活動などを行っています。

国連事務総長よりCOP10名誉大使
に任命されましたが、生物多様性の
保全には何が必要だと思われますか。

　生物多様性とは、あらゆる命がつ
ながり合い、支え合っている状態を
意味しています。私たちの衣・食・住
はもちろん、医薬品、多様な文化な
ども、その根源に豊かな生態系が
あってこそ成り立っているもので
す。国境、人種を超え世界中の人々
が生物多様性について「知識」と「意
識」を持つことが必要だと思います。
以前、里山を訪れたときに案内して
いただいた方に、「自然界には、害
虫という虫も、雑草という草もない。
生き物には、すべて役割があり、ま
だまだ人間が自然のことを知らない
だけ」といわれたことがあります。
私たちは、自然を畏れ敬う気持ちを
もう一度思い出す必要があると感じ
ました。COP10での議論の結果が、
私たちの命や暮らしを守る一助に
なってほしいと願っています。さら
に、生物多様性は多岐にわたる問題
なので、その保全には研究者や
NGO、企業、国際機関など様々な
立場の人が、協力し合い取り組むこ
とが必要だと思います。

日本のODAをはじめとする開発協
力に何を期待しますか。

　「共に生きていること、共に生き
ていくこと」を意識した開発協力で
あることが大切だと思います。そし
て、本当にサポートを必要としてい
る人々に、サポートが届くことが必
要です。アフリカで、開発によって
湖が汚染され、魚が獲れなくなるな
どして、今までの生活を続けること
が困難になったという話を聞いたこ
とがあります。無秩序な開発は、よ
り一層の貧困を生み出すということ
を知りました。私は、Love is Free 
Campaignという、マラウイに蚊帳
を贈る支援活動を行っています。
2010年の2月に第1回配布を行っ
たのですが、その後、現地コーディ
ネーターに蚊帳の使用状況を調べて
もらいました。次回の配布事業をよ
り現地のニーズに合ったものにして
いくためです。このように、支援す
る側の一方的な開発ではなく、現地
の人々と共にみんなで手を取り合っ
て開発が進められることを期待して
います。

マラウイでマラリア予防啓発を行う現地NGO代表と（左がＭＩＳＩＡさん）
（写真提供 ： Child AFRICA） 

Colum
n

5

マラウイ

2008年マラウイにて（右がＭＩＳＩＡさん）
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